
本県における新型コロナ対応の目安（注意・警戒レベル） 

○ 各レベルの適用（引き上げ、引き下げ）にあたっては、「レベルの目安（医療提供体制の負荷の状況）」や様々な指標（新規陽性者数の推移や

今週先週比等）のほか、社会経済活動への影響、変異株の感染力や病原性、近隣県の感染状況等も踏まえ、総合的に判断する。 

※ 感染状況によっては、適用レベルよりも高いレベルの対策を講じる場合がある。 

※ レベルの引き下げは、各レベルの目安を下回る状況が１週間程度継続するほか、各指標等を踏まえ、総合的に判断する。 

※ この目安は、新型コロナに関する今後の状況変化に応じて随時見直す。 

レベル 保健医療や社会経済活動の状況 レベルの目安 
（医療提供体制の負荷の状況） 

主な対策例 

1 

（注 意） 

【感染小康期】 

・感染者は低位で推移しているか、徐々に増加してい

る状態 

・外来医療、入院医療とも負荷は小さい 

・病床使用率が０％～30％ ・基本的な感染防止対策の徹底 

・業種別ガイドライン遵守の徹底 

・ワクチン接種の推奨 

・第三者認証施設等の利用推奨 

・感染不安を感じる無症状者への検査要請 

・その他感染状況に応じた要請や注意喚起 等 
２ 

（警 戒） 

【感染拡大初期】 

・感染者が急激に増え始める 

・発熱外来の患者数が急増し、負荷が高まり始める 

・欠勤者が増加し、業務継続に支障が出る事業者も出

始める 

・病床使用率が概ね30％～50％ 

３ 

（特別警戒） 

【医療負荷増大期】 

・保健医療の負荷を増大させるような数の感染者が発生 

・外来医療の負荷が高まり、発熱外来や救急外来に多

くの患者が殺到 

・欠勤者が多数発生し、業務継続が困難な事業者も多

数発生 

・病床使用率が概ね50％超 

・重症病床使用率が概ね50％超 

・レベル１及び２の対策の再徹底 

・「医療ひっ迫防止対策強化宣言」発出の検討 

《医療ひっ迫防止対策強化宣言における協力要請の例》 

・普段と異なる症状がある場合の外出、出勤、登園・登校の

自粛 

・混雑した場所や感染リスクの高い場所への外出自粛 

・大人数の会食や大規模イベントへの参加自粛 等 

・レベル１～３の対策の再徹底 

・「医療非常事態宣言」発出の検討 

《医療非常事態宣言における協力要請の例》 

・不要不急の外出自粛（出勤大幅抑制、帰省・旅行の自粛も

要請） 

・イベントの延期等の慎重な対応 

・部活動の大会や学校行事等には開催方法の変更等を含め慎

重な対応（学校の授業は原則継続） 等 

※今後の変異株の状況によっては、更なる協力要請や行動制限を

含む実効性の高い措置を講じる場合もある。 

４ 

（非常事態） 

※避けたいレベル 

【医療機能不全期】 

・今冬の感染者の想定（１日当たり全国で45万人、本

県で3,700人程度）を超える膨大な数の感染者が発生 

・通常医療も含めた外来医療全体がひっ迫し、機能不

全の状態 

・欠勤者が膨大な数になり、社会インフラの維持にも

支障が生じる可能性 

・病床使用率が概ね80％超 

・重症病床使用率が概ね80％超 

 


